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教育・研究概要
Ⅰ．画像診断部門
１． HPV（human papilloma virus）陽性中咽頭

癌に対する術後再発症例の CT 所見の検討
近年増加の HPV 陽性中咽頭癌は HPV 陰性癌と

比べ予後良好とされるが，ときに治療抵抗性の報告
がある。治療抵抗例の CT 所見の特徴把握は適切な
治療計画，予後推定に重要である。HPV 陽性中咽
頭癌で術後再発例と非再発例の術前 CT 所見におい
て，両者の形態的相違を比較検討した。
２． Isocitrate dehydrogenase（IDH）遺伝子変

異の有無による膠芽腫の画像所見の相違につ
いて検討

2016 年の中枢神経系腫瘍の WHO 分類の改訂に
伴い分子遺伝学的なパラメータが診断に使用される
ようになった。特に神経膠腫の分類においては
IDH 遺伝子の変異の有無が重要とされており，IDH
遺伝子変異の有無による膠芽腫の画像所見の相違に
ついて検討した。
３． 感染性心内膜炎の診断における MDCT の有

用性に関する検討
感染性心内膜炎における疣贅や弁周囲合併症の評

価には，経食道超音波検査が用いられるが，鎮静を
必要とする侵襲度の高い検査法で，合併症の危険性
もある。感染性心内膜炎に対する術前に施行された
心臓 CT 所見，経食道超音波検査所見，経胸壁超音
波検査所見を，術中所見と対比し，心臓 CT の有用
性を検討した。

４． PCP（pneumocystis jiroveci pneumonia）の
病変分布，画像所見の検討

1980 年代に欧米では HIV‒AIDS 関連の PCP 発
症がピークを迎えたが，本邦では依然として新規の
HIV 患者は増加傾向であり，PCP 感染を契機とし
て受診する患者も稀ではない。しかしながら患者，
主治医ともに HIV 感染を認識していないことも多
く，画像から PCP，HIV の可能性を示唆すること
は重要である。CT 上 PCP では広範なすりガラス
がみられることが多いと報告されているが，今回は
病変の分布に特徴があるかを評価した。
５． 乳 腺 MRI に よ る 乳 癌 の lymphovascular 

invasion の予見因子に関する検討
術前画像検査にてリンパ節転移陰性と判断され，

センチネルリンパ節生検を伴う腋窩リンパ節郭清省
略 の 手 術 を 施 行 し た 症 例 に お い て， 術 後 の
lymphovascular invasion を予測する MRI 所見を検
討した。
６．常位癒着胎盤における MRI 所見の検討
常位癒着胎盤の MRI 所見を後方視的に，報告さ

れている前置癒着胎盤における MRI 所見の有無に
関して検討した。
７． 手の乾癬性関節炎における骨変化と炎症性病

変 の 検 出 能 に 関 す る Dual Energy CT
（DECT）iodine map と造影 MRI の比較試験

手の乾癬性関節炎の評価項目における DECT と
MRIの検出能を比較しDECTの有用性を検討した。

Ⅱ．超音波診断部門
定量解析を用いた造影超音波検査による乳腺腫瘤

の良悪性の鑑別を検討した。

Ⅲ．核医学部門
１． 中等度及び高リスク甲状腺分化癌術後 I‒131 

ablation 治療成功の因子解析
I‒131 ablation 後，治療成功の基準を治療６ヶ月

後に，I‒131 撮像で甲状腺床集積消失，サイログロ
ブリン 2ng/mL 未満とし，成功完遂の因子解析を
行った。因子として，患者の性，年齢，I‒131 投与量，
病理分類，断端陽性の有無，T 分類，サイログロブ
リン値を検討した。

Ⅳ．インターベンショナルラジオロジー部門
１． 頭蓋外動静脈奇形に対する 4D（dimensional） 

DSA（digital subtraction angiography） の
有用性の検討

後方視的に頭蓋外 AVM に対する 4D DSA の有
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用性を検討する。
CT や MRI 画像での AVM の診断および構造的

な評価においては未だその分解能の低さから不十分
であり，現状 2D DSA がゴールデンスタンダード
とされている。しかし，2D DSA においては前後関
係などの３次元的な評価が困難であり，早い血流で
複雑な構造を示す AVM の評価においては不十分と
言える。近年頭蓋内血管病変に対する 4D DSA の
有用性が報告されているものの，頭蓋外 AVM に対
する文献は我々が知る限り皆無であり，我々はその
有用性を 2D DSA および 3D DSA と対比し解析し
た。

Ⅴ．放射線治療部門
１． 進行上顎洞癌に対する超選択的動注化学療法

を併用した放射線治療による新規治療法開発
に関する研究

局所進行上顎洞原発扁平上皮癌に対する標準的な
化学放射線治療の反応は不良であり，その予後も極
めて悪い。そのため，局所進行上顎洞原発扁平上皮
癌（T4aN0M0，T4bN0M0）を対象に，シスプラチ
ン（CDDP）の超選択的動注療法と放射線治療の同
時併用療法の投与制限毒性（DLT）発生割合を推
定し，推奨投与回数（Recommended Cycle : RC）
を決定する研究を開始している（JCOG 121 試験）。
２． 子宮頸癌に対する酵素標的放射線増感療法の

有用性
癌細胞中の抗酸化酵素は放射線治療の抵抗性の原

因となる。過酸化水素は抗酸化酵素の失活と酸素産
生を行うことで放射線増感効果がある。腫瘍が大き
く腔内照射が困難と予想される子宮頸癌に対する低
濃度過酸化水素水を局注する KORTUC 療法を行っ
た。局注は全骨盤照射中は毎週２回，腔内照射後は
腔内照射の際に行った。

「点検・評価」
１．画像診断部門
１） HPV 陽性中咽頭癌に対する術後再発症例の

CT 所見の検討
HPV 陽性癌術前 CT の転移リンパ節所見で再発

例は充実性（面積比 30％以下），非再発例は嚢胞性
（面積比 51％以上）の傾向を示し，充実性は高リス
ク例を示唆することが確認された。
２） IDH 遺伝子変異の有無による膠芽腫の画像

所見の相違について検討
IDH 遺伝子変異の有無により，背景の low grade 

glioma を確認できる割合に差が認められた。その

他の項目については引き続き検討中である。
３） 感染性心内膜炎の診断における MDCT の有

用性に関する検討
心臓 CT を用いた感染性心内膜炎の評価能は，経

食道超音波検査と同等であり，特に弁周囲の合併症
の描出において優れていた。
４）PCP の病変分布，画像所見の検討
５年間に PCP 診断がついた 46 例の HRCT 画像

を病変の分布（上肺，下肺，内層，外層，びまん性），
性状（すりガラス，浸潤影，嚢胞）に着目して
retrospective に評価した。病変は下肺優位にみら
れることはまれ（５／46 例）であり，辺縁優位も
やはりまれ（３／46 例）であった。また，すりガ
ラスあるいはすりガラスと浸潤影が優位に観察され
たのは（44／46）例であり，嚢胞形成も（14／46 例）
にて認められた。これらの特徴的な画像は診断に有
用であると考えられる。
５） 乳 腺 MRI に よ る 乳 癌 の lymphovascular 

invasion の予見因子に関する検討
結果をまとめて European Journal of Radiology

誌に投稿中である。
６）常位癒着胎盤における MRI 所見の検討
前置癒着胎盤を示唆する MRI 所見が常位癒着胎

盤の症例でも認められた。
７） 手の乾癬性関節炎における骨変化と炎症性病

変の検出能に関する DECT iodine map と造
影 MRI の比較試験

DECT は MRI よりも正確に骨変化を評価でき，
炎症性病変の検出においても特に小関節でその有用
性がある可能性があった。
２．超音波診断部門
造影超音波の血行動態分析は，乳腺腫瘤の良悪性

鑑別に有用であった。
３．核医学部門
１） 中等度及び高リスク甲状腺分化癌術後 I‒131 

ablation 治療成功の因子解析
治療成功の因子は治療前サイログロブリン値

10ng/ml をカットオフとした場合にオッズ比 27.2
と有意となった。本内容は論文化し Japanese 
Journal of Radiology に掲載された。
４．インターベンショナルラジオロジー部門
１） 頭蓋外動静脈奇形に対する 4D DSA の有用

性の検討
当研究において 15 例の症例が集積され，4D 

DSA の頭蓋外 AVM に対する初期経験として IVR
学会に報告した。引き続き症例の集積，検討が必要
である。
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５．放射線治療部門
１） 進行上顎洞癌に対する超選択的動注化学療法

を併用した放射線治療による新規治療法開発
に関する研究

現在，１年経過後の４例については再増悪を認め
ず有害事象も許容範囲内である。ただし視力低下含
めた有害事象について継続した観察が必要である。
現在累積で８例ほど治療終了或いは治療継続中であ
る。
２） 子宮頸癌に対する酵素標的放射線増感療法の

有用性
子宮頸癌９例に行った。全例，腔内照射が可能に

なった。１例は５ヶ月後に局所再発して救済手術を
受けた。その他の８例は肉眼的に局所制御が得られ
ている。
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切除後の総肝動脈の仮性動脈瘤に対し covered stent
で治療した２例．第 46 回日本 IVR 学会総会．岡山，
５月．［IVR 2017；32(Suppl.)：272］
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凍結治療に伴う術後腎機能低下因子の後方視的検討．
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 8）Uchiyama M, Matsumoto M, Tsujimura A, Kanno 
M, Kinbara K, Oguma E, Hamano S. Cerebral perfu-
sion scintigraphy :physiological development and 
some cases. IAEA (International Atomic Energy 
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11）Kisaki S, Michimoto K, Shimizu K, Enoki K, Higu-
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Sept.
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16）Ojiri H. (Symposium) Staging lymph nodes in pa-
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Jan.

17）北井里実．（シンポジウム４：産婦人科　子宮内膜
症を基盤に発生する腫瘍および腫瘍様病変）画像．第
37 回日本画像医学会．東京，２月．［Jpn J Diag Im-
aging 2018；36(1)：32］

18）大木一剛．（シンポジウム 13：消化管　クローン病
の炎症評価と治療選択）Crohn 病の画像診断．第 37
回日本画像医学会．東京，２月．［Jpn J Diag Imag-
ing 2018；36(1)：46］

19）尾尻博也．（シンポジウム 21：頭頸部・口腔　副鼻
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20）山岸友美，太田智行，西岡真樹子，中田典生，尾尻
博也．（口頭）飲水法が診断に有用であった Zenker
憩室．第 40 回乳腺甲状腺超音波医学会学術集会．東京，
３月．
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